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WicliffeとTyndaleにおける
関係詞の歴史的研究
古　庄　　　信
1　本稿の目的は聖書のWicliffe訳とTyndale訳における関係詞（特に虫壁，
which，　the　whichなどを中心とした）の分布状況を観察し、　Wicliffe（以下
Wic．）とTyndale（以下Tyn．）の同一箇所での関係詞を比較することで、
各関係詞の消長を調査することである。特にWic．でよく見られたthe　which
がTyn．ではほとんどすたれていることは注目に値する。　the　whichは初め、
EMEの北部方言に現われ、その後南部方言にも広まったが、16～7世紀頃に
はすたれてしまう（1）。the　whichの起源については、フランス語（le　quel）
の影響説（2｝や、OE以来の英語本来の発達過程の中から出てきたという説（3）の
　2とうりの考え方に大別されるが（4）、現在では主に後者の説の方が有力とされ
ている（5）。ここでは起源の問題については、これ以上触れない。最初に述べた
ようにLMEからEMod．　Eにかけてのthe　whichの衰退は、　Wic。とTyn・
の比較において明らかである（表1参照）。しかしWic．におけるthe　wh五ch
の分布がTyn．ではどのように変化しているか（即ち、他の関係詞に置換され
たのか、あるいはthe　whichの導く関係詞節の表現そのものが他の表現に置
換されたのか、など）を調べることで衰退状況がより具体的に観察されるよう
に思われる。同時にthe　which以外の関係詞（旦墜，　which，その他）にも
注目して、それらとthe　whichの性質的差異があるかどうか、を分析してみ
　る。
　分析の方法にっいては次のとうりである。Wic。とTyn．における関係詞と
その先行詞について、各々1）関係詞節内での関係詞の役割、2）先行詞の主
節における役割を、文の構成要素（主語、目的語、その他）に分類し、その分
布状況を比較する。
　　テキストはJ．BosworthのGothic，　Anglo－Saxon，　Wicliffe，　Tyndale
Gospels（Oxford．1865）の中からWicliffe（A．　D．1389）とTyndale（A・
D．1526）のマタイ伝のみを使用した。
　各々の関係詞を分析する前にWic，版とTyn．版の関係詞全体の分布状況を
みると次のとおりである。
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表1．
wicliffeTyndale
that 264 113
which 7 142
the　which 43 2
whom　　　　　　　　　’ 12 15
whose 2 2
that　that（which） 7 22
who（so）ever 8 40
others 5 8
　表1’・でわかるように（1）璽がWic・と比べTyn・では半減していること、（2｝
whichとthe　whichがWic．では約1：6、　Tyn．では70：1と大きく逆転
していること、（3｝that　that（which）やwho（so＞evetなどの先行詞を含む
複合関係詞がWic．に比べ、　Tyn．’で急増していること、などが明らかである。こ
れらの事実をふまえて、個々の関係詞を分析してみる。
ll．　the　which
皿．1．Wicliffeにおけるthe　which
ll．1．1　関係詞節におけるthe　whichの役割
　　　Wic．のthe　which　43例について関係詞節中での役割を分析すると、
　　｛a｝　the　whichが関係詞節において、主語の例：27、（b｝直接目的語の例：
　　　8、｛c｝前置詞の目的語となっている例：3、（d｝その他：4、（e）不明のもの
　　　：2、補語、間接目的語については該当例なし、となっている。（詳細は
　　表4を参照）（d｝の4例はいずれもthe　whichが関係形容詞となっている
　　例で、Ryd6n（1966）はこの例を先行詞がくり返されている例
　　　（antecedent－repeated）として扱っている〔6｝。
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（a）　　Than　Herode，　priuyli　the　kyngis　clepid　to　hym，
　　　　　．．．．　The　whiche，　when　thei　hadden　herde　the
　　　　kyng，　wenten　awey・　　　　　　　　　　　　　（Wic．Matt．2．9）
（b） And　loo！　the　sterre，
este，　wente　bifore
he　whichehem thei　sayen　in　　　　　（ibid．）
（c）　This　is　my　byloued
　　　　plesid　to　me
sone　t　in　the　whiche　Y　haue
（wic．Matt．3．7）
（d》　Hou　he　entride　in　to　the　hous　of　God’　and　ete
　　　　loouis　of　proposiciount　the　whiche　loouis　was
　　　　nat　leeful　to　hym　to　eet　　　　　　（Wic．Matt．12．4）
（e〕　　there　came　a　riche　man　fro　Armathia’　Joseph
　　　　by　name，　the　whiche　and　he　was　disciple　of
　　　　Jhesu　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wic．Matt．27．57）
皿．1．2．主節におけるthe　whichの役割
　　　　　the　whichの先行詞について、その主節における役割を分析すると、
　　　　次のようである。〔a洗行詞が主節の主語になっている例：9、（b）補語の例
　　　　：4、（c）直接目的語の例：2、（d｝前置詞の目的語の例：22、（e｝その他：5、
　　　　｛f）不明のもの：1。
（a）　　Fors◎the　Jhesus　seide　to　hern　，・…　　The　which
　　　　seith　to　hem　　　　　　　　　　　　　　（Wic．Matt．14．18）
（b｝　This　is　my　blood　of　the　newe　testament’
　　　　the　whiche　shal　be　shed　out　for　many
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．Matt．26。28）
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（c》　And　I　shal　axe　30u　o　word，　the　whiche　3if
　　　　3e　shulen　seie　to　me，　and　I　shal　seie　to
　　　　30u，　in　what　power　工　do　these　thingis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．Matt．21．24｝
〔d｝　His　disciplis
　　　　seith　to　hem
seien　to　hyrn　t．．．．The　whiche
《wic．Matt。19●10）
｛e） And　his　disciplis　curnmynge　to　token　his　body，
and　biryeden　it，　and　they　cummynge　tolden　to
Jhesu．／　The　whiche　thing　when　Jhesus　hadde
herd，　he　went　fro　thennus　in　to　a　boat
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．Matt．14．13）
（f》　And　t　hem　forsaken，　he　wente　awey．／　And　whenne
　　　　his　disciplis　camen　ouer　the　see，　thei
　　　　for3aten　for　to　take　loouys・／　The　wiche　seide
　　　　to　hem　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wic．Matt．16．　6｝
皿．2．　Tyndaleにおけるthe　which
　　　　Tyn．ではthe　whichはわずかに＊2例しか見られない。　Ryd6nによる
　　と、これは同時代の作品と比較しても少ないといわれる（71。Wic。の血
　　　whichに対応する箇所をTyn．で照合してみると、次のようである。
　　　Wic．のthe　whichが｛a）そのままTyn。で保持されているのは、＊1例の
　　みで、（b）他の関係詞や、（c〕関係詞節自体が他の表現に置換されている。（表
　　　2．参照、）また逆に（d）Wic．とは別の箇所でthe　whichが＊1例見られる・
（a）　　Agayne　the　kyngdom　off　heven　is　lyke　vnto
　　　　treasure　hidde　in　the　felde，　the　which　a
　　　　man　founde　r　and　hidde　it　（Tyn．Matt．13．44）
（b） Thys　y・s　my　deare　sonne’in　whom　is　my　delyte
　　　　　（Tyn．Matt．3。17》
（c） thou　shalt　nottbe　as　the　ypocrites　are，
　　　　　　　　　　　　　　e．・．
（Tyn．Matt●6●5）
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cf．3ee　shuln　nat　be　as　yp・critis’the　whiche
　　　　　stondynge　louen　to　p「eye　　　（Wic．Matt．6．5）
，
（d）
cf．
And　many　wemen　were　the・e・…　Am。nge幽
was　Mary　Magdalen　　　　　　　　　（・Tyn．Matt．27・56）
Forsothe　there　weren　many　wymmen　aferr
．．．曾Amonge　whiche　was　Marie　Mawaeleyne
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．Matt．27●56）
表2、
　（wicliffe） （Tyndale｝
the　which
the　which
the　which
the　which
the　which
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ｨレ　the　which
－＞which
－一一一一一一一一一р翌?盾
－一一一一一一一ｨ・that
－一一一一一一一一一tothers
1
02
1
??????
皿．3．　which
H．3．1　Wiciffeにおけるwhich
∬．3．2　関係詞節での役割
　　　　　　ここでは、whichは、表1で見たように、8例のみであるが・それら
　　　　は、（a｝前置詞の目的語の例：4、（b）直接目的語の例：1・｛c〕主語の例：1・
　　　　補語や間接目的語については該当例なしとなっている。（表4．参照）
（a｝　　Forsothe　there　weren　there　many　wymmen　afer．．．
　　　　Amonge　whiche　was　Marie　of　Jamys
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔wic●Matt：・27・56）
（b）　　Nat　alle　men　taken　this　word；　bht　to　which
　　　　it　is　30uen　　　　　　　　　　　　　　　（Wic．Matt．19．11）
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（c》 Thanne　Jhesus　began　for　to　seie　repreue　to
citeesワ　in　whiche　ful　vertues　of　hym　ben　don
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic。Matt・11・20）
H．3．3．先行詞の主節における役割
　　　　　　Wic．では（a）主語、（b｝直接目的語の例が、
　　　　的語が4例となっている。（表4．参照）
各々1例ずつ、（c揃置詞の目
（a）
｛b）
（c》
Forsothe　there　weren　there　many　wymmen　afer，
。。．／　Amonqe　里hiche　was　Marie　Mawaeleyne
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic・27●56）
and　thei　han　not　thing　whiche　thei
shulen　ete　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛Wic．15．32）
and　I　shall　deni3e　hym　before　my　fadir
whiche　is　in　heuenes　　　　　　　　　　　（Wic．10．33）
ll．3．4　Tyndaleにわけるwhich
　　　　　　Tyn．のwhichについては次のとおりである。まず関係詞節内での
　　　　whichの役割は〔a｝主語の例が大半であり（142例中、133例）、（b）直接
　　　　目的語の例：7、（c）前置詞の目的語の例：1、で補語や間接目的語の例は
　　　　見られない。前置詞の目的語の例が少ないのは、作品自体が例外的といえ
　　　　る。MustanojaによるとChaucerでは、‘dependent’which同様、
　　　　‘independent’whichも見られる（8）。
（a）
（b）
（c）
they　shall　call　his　name　Emanuelt　which　is
as　moche　to　saye　be　interpretacionr　as　God
with　vs　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．Matt．1．23）
And　Joseph．。．。　put　it　in　his　newe　tombe，
which　he　had　hewen　out　even　in　the　roke
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．27．60｝
Then　Herod．．。．was　exceedynge　wroth；　and
sent　forth　and　slue　all　the　chyldren．．．．
accordynge　to　the　tyme　which　he　had
diligently　searched　oute　of　the　wyse　men
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔ibid．2．16）
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ll．3．5．また先行詞の主節における役割は〔a）主語：50、（b｝前置詞の目的語の例：
　　　　49、（c）直接目的語：30、｛d）補語：7、（e｝その他：7となっている。
（a）
〔b）
（c）
（d）
for　they　are　deed　which　sought　the　chyldes
deeth　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．Matt．2．20）
it二apPere　nott　vnto　men．．．r　but　vnto　thy
father　which　is　in　secret　　　　　（ibid．6．18）
he　sawe　two　brethren，
called　Peter
Simon，
thys　ys　Helyas　which　shuld
which　was
　（ibid．4．18）
（e》
come
　　（ibid．11．14）
but　he　that　fulfilleth　my　fathers　will
which　ys　in　heven　　　　　　　　　　　　（ibid．7．21）
Hierusalem，　Hierusalem，　which　kyllest
prophetes，．．．　howe　often　wolde　I　have
gaddered　thy　children　to　gadder
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid。23．37）
9．3．6．Wic．とTyn．のwhichの比較：
　　　　　両版の同一箇所での比較をみると次のようである。Wic・のwhichが
　　　　〔a）Tyn．でも用いられている、（b〕Tyn。ではthe　whichに置換されている。
　　　　｛c）whomに置換されている、（d｝関係副詞に置換されている、（e｝不定詞句
　　　　の表現に置換されている、などWic．のwhichはTyn．では複雑に変化し
　　　　ている。（表3参照）各例は次のとうりである。
（a） and．　I　shall　deni3e　hym　before　my　fadir
whiche　is　in　heuenes　　　　　　　（Wic．10。33）
cf．　him　will　I　also　denye　before　my　father
　　　　which　ys　in　heven　　　　　　　　　　（Tyn．10．33）
（b》
cf．
Forsothe　there　weren　there　many　wymmen　afer，
．．．！　Amonge　whiche　was　Marie　Mawaeleyne
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．27．56）
And　many　wemen　were　there．．．／　Arnonge
the　which　was　Mary　Magdalen　《Tyn．27．56）
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（c） Nat　alle　men
it　is　30uen
takenthis　word；　but　to　which
　　　　　　　　　｛wic●19・10》
cf．　All　men　ca直　not　awaye　with　that　saynge，
　　　　but　they　to　whom　it　is　geven　（Tyn．19・10）
（d）
cf．
｛e）
The　lord　of　thilk　seruaunt　shal　curne
in　the　day　in　which　he　hopith　nat　　（Wic．24．50）
That　servauntes　master　wyll　come　in　a　daye
when　he　loketh　not　for　hym　　（Tyn・24・50）
and　thei　han　not
cf．　because
　　　　to　eate
they．．・，
thing　whiche　thei　shulen　ete
　　　　　　　　　　　　　　（wic．15．32》
and　have　nothinge
　　　　　　　　　　　　（Tyn．15．32）
表3．
（a）
（b）
（c）
（d）
（e）
（wicliffe》
which
which
which
which
which
（Tyndale）
which
the　which
whom
rel．adv．
other
Tota1
【?ー?」?
H．4．　that
H．4．1　Wicliffeにおけるthat
　　　　　　thatの関係詞節での役割は、264例中、（a｝主語：
　　　　語：19、〔c）補語：3となっている。
（a｝
241、（b）直接目的
（b）
（c｝
euery　man　that　herith　these　my　wordis，．．．
is　liche　to　a　man　fool　　　　（Wic．Matt．7．26）
The　lord　of　thilk　seruaunt　shal　cume
in　hour　that　he　knowith　nat　　　　（ibid．24．50）
Bot　he　that　is　sowen　in　to　good　lond，　is
this　that　herith　the　word　　　　　（ibid．13．23）
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耳．4．2．先行詞の主節における役割は、（a）主語：132、　（b）前置詞の目的語：67、
　　　　（c）直接目的語：48、（d｝補語の例：7、（e〕その他10となっている。
（a）
（b）
For　of　thee　a　duk　shal　gon　out，　that　shal
9・uerne　my　peple。f　Yrael．（Wic．Matt．2．6）
it　3eue　li3t　to　alle　that　ben　in　the　hous
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．5．15）
〔c）
（d）
〔e）
and　thei　offriden　to　hym　alle　men．。。．
and　hem　that　hadden　deuelis　　　（ibid．4．24）
And　3if　wolen　resseyuen，　he　is　Ely
that　is　to　cume　　　　　　　　　　　　　（ibid．11．14）
Forsothe　thus　3e　shulen　preyen，　Oure
fadir　that　art　in　heuenest　halwid　be
thi　name　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．6．91
H．4．3．　Tyndaleにおけるthat
皿．4．3．1．関係詞節におけるthatの役割
　　　　　　　（a｝主語の例：107、（b）直接目的語：
　　　　　間接目的語の例なし、となっている。
7、（c）前置詞の目的語：1、補語や
（a》
（b）
（c）
When　his　other　felowes　sawe　what　was　done，
they　were　very　sory．　And　tolde　vnto　there
lorde　all　that　had　hapPened　　　（Tyn．18．31〕
When　the　chefe　prestes　and　scribes　sawe
the　marveylles　thatt　he　dyd　　　（Tyn●21・15）
That　servauntes　master　wyll　came　in　a　daye
when　he　loketh　not：for　hym，　and　in　an　houre
that　he　is　not　ware　of、　　　　　　（Tyn．24．50）
fi．4．3．2．主節におけるthatの先行詞の役割
　　　　　　　先行詞が｛a〕主語の例：67、〔b｝直接目的語の例：22、（c）前置詞の目的語
　　　　　の例、｛d）補語の例、（e）その他、各1例ずつとなっている。　　　　．
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｛a）
（b）
（c）
（d）
（e）
They　that　ate　were　ii勾M．　men，　besyde　wemen
and　chyldren　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．15．38）
ye　youre　selves　goo　nott　in，　nether　suffre
ye　them　that　come　to　enter　in　（Tyn．23．13）
Then　shall　the　kynge　saye　vnto　them，　that
shalbe　on　the　lyffte　hande
Arte　thou　he　that　shall　come，
loke　for　another？
（Tyn●25．41，
or　shall　we
（Tyn●11．　3）
The　nexte　daye，　that　foloweth
the　hye　prestes　and　Pharises　qot
SelVeS　tO　Pilate
good　frydaye，
　　 them
（Tyn．27．62）
皿．4．3．3．両版の比較
　　　　　　　Tyn．のthatは表1．で明らかなようにWic．に比べ、使用頻度が半
　　　　　分に減退しているが、the　which同様、両版の同一箇所を照合すると、
　　　　　｛a）Wic．のthatがTyn・でも保持されている例、（b〕Tyn。では他の関
　　　　　係詞に置換されている例、．（c）逆にWic．では別の表現だったものがTyn．
　　　　　で関係詞節化されている例、の3タイプに分類される。（b）の中で最も多
　　　　　いのはthat（Wic．）がwhich．（Tyn．）へ置換されている例で、詳細は表
　　　　　4．のとおりである。
表4．
｛wicliffe｝ ｛Tyndale，
セhat
that
that
that
that
which
whosoever
that　which
【」??????「」
（a）　that（wic．）　－　that（Tyn．）
（wic．3．11｝
（Tyn．3．11）
forsothe　he　that　is　to　cumme　after　me
is　strenger　than　Y，．．．
but　he　that　cometh　after　me　is
myghtier　then　I　t．．．
｛b1）that（Wic．）　－　which《Tyn。｝
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　　　　〔Wic．3．10》　sothely　euery－tree　that　makith　nat
　　　　　　　　　　　　　　　good　fruyt，　shal　be　kitt　doun，…
　　　　（Tyn．3．10）　soo　that　every　tree　which　bringeth　not
　　　　　　　　　　　　　　　fforthe　goode　frutet　shalbe　hewne
　　　　　　　　　　　　　　　doune，．．．
（b2）　that（Wic．》－　whosoever（Tyn・）
　　　　　（Wic．24．15）　he　that　redithr　vnderstonde
　　　　　《Tyn．24．15｝　whosoever　redeth　it，　let　hym
　　　　　　　　　　　　　　　　vnderst：onde　it
（b3》that（Wic．）－　that　which（Tyn．）
《V7ic。18．11》
｛Tyn．18．11）
Forsothe　mannys　sone　came　for
that　thing　that　perishide
Ye　ahd　the　sonne　of　man　is
save　that　which　is　lost
to　saue
come　to
　　　　また（c汐イブの例をあげると、次のとうりである。
（c｝i　Forsoth　wo　to　wymmen　with　childe　and　norysching
　　　　in　tho　dayes　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wic．Matt．24．19）
　cf．　Wo　be　in　those　dayes　to　thern　that　are　with
　　　　　childe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．Matt．24；19）
五　Sothlysummen
cf．　Some　of　them
stondynge　there　r．．．，　seiden
　　　　　　　　　　　　　　　　（wic・Matt．27．47）
that　stode　there，．．．，　sayde
　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn。Matt．27．47）
H．5．　thatとwhichにおける先行詞の選択の問題
　　　　次のa．～dの例で明らかなように、先行詞が代名詞の場合、Wic。では
　　　thatが用いられるが、先行詞が普通名詞の場合、　thatとwhichの両方が
　　用いられ（各a。bcl参照）、　thatとwhichの使いわけに「ゆれ」が生じ
　　　ている。これに対してTyn。では先行詞が代名詞の場合はWic．同様thatを
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用いる習慣が残されているが、普通名詞の場合、whichが選ばれる習慣が
ほぼ確立しているように思われる。（d参照）Ryd6nによると普通名詞の
場合、whichとthatは一般に3：1～5：1の割合でwhichの方が優勢
となっている〔9）。
（a）　　For　it　ben　nat　3e　that　speken，　but　the　spirit
　　　of　30ure　fadirt　that　spekith　in　30u
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．Matt．10．20》
（b）　and　I　shai　knowleche　hym　before　my　fadir
　　　th・t　i・in　heuene・　　　　　（ibid．10．32）
（c）　　and　I　shal　deni3e　hym　before　my　fadir
　　　whiche　is　in　heuenes　　　　　　　　　　　　（ibid．10．33）
（d）　For　it　is　not　ye　that　speket　but　the　sprete
　　　of　your　father，　which　speketh　in　you
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．Matt．10。20）
且6．その他の関係詞について
　　　whom，　whoseについては、表1．で見たようにWic．，’Tyn・両版におい
　　て例は少ないが、ほぼ同じ割合で見られる。それらの主格迦はWic．で
　　は複合関係詞（whoever）として1例見られるのみで同時代のChaucerな
　　どと同様の現象であるaO｝。　Wic．ではwhoever，　Tyn．ではwhosoeverや
　　whomeverなど、またwhat（so）everがWic．とTyn．において、ほぼ同じ
　　割合で見られる。その他の複合関係詞、関係副詞についても同様であるが、
　　例は少ない。各々の関係詞のWic．とTyn．における対応箇所を比較すると次
　　めようである。
ll．6．1．　whom
　　　　Wic．では11例、　Tyn．では15例見られる。このうちWic．の11例は全
　　　てTyn．でも保持されている（a）。これらのwhomのうち、6例が前置詞＋
　　　whomの形式をとっている（b｝。またTyn．における残り4例はWicでは
　　　他の関係詞が用いられている（c）。
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（a｝　　BIissid　is　that　seruaunt，　whom　his　lordt
　　　　　whenne　he　shal　cumme，　shal　fynde　doynge　so
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic。24・46）
cf．　Happy　is　that　servaunt，　whom　hys　mastert
　　　　　when　he　cometht　shall　finde　so　doinge
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　（Tyn・24．46》
（b）　　Forsothe　this　is　he，　of　whom　it　is　said　by
　　　　　Ysaye　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．3．　3》
cf．　This　is　he，　◎f　whom　it　is　spoken　be　the
　　　　　prophett　Esay　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn・3・　3》
（c）　Jacob　forsothe　bigate　Joseph，　the　husbond
　　　　　of　Marie，　of　whiche　Marie　Jesus　is　born
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．1．16）
cf．　Jacob　begat　Joseph，　the　husbande　off　Mary，
　　　　　of　whome　was　born　that　Jhesus　　　（Tyn．3．16）
　　　　．This　is　my　byloued　sone，　in　the　whiche　Y
　　　　　haue　plesid　to　me　　　　　　　　　　　　　（Wic．3．17）
cf．　Thys　ys　my　deare　sonne，　ln　whom　ユs　my
　　　　delyte　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．3．17）
　　　．but　to　sitte　at　the　ri3thalf　Qr　at　lefthalf，
　　　　it　is　nat　myn　to　3eue　to　30u；　but　to　whiche
　　　　it　is　made　redy　of　my　fadir　　　　　（Wic．20．23）
cf．　but　to　syt　on　my　ryght　hond　and　on　my　lyft
　　　　hond，　is　not　myne　to　yeve；　but　to　them　for
　　　　whom　it　is　prepared　of　my　father（Tyn．20。23）
　　　．Nat　alle　men　taken　this　word，　but　to　which
　　　　it　is　30uen　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wic．19・11》
cf．　All　men　can　not　awaye　with　that　saynge；
　　　　but　they　to　whom　it　is　geven　　　　（Tyn．19．11）
ll．6．　2．　whose
　　　　　　Wic．に2例、　Tyn。に1例ずつ見られるのみである。このうち（a〕同じ
　　　　　whoseが用いられるのは1例、（b）他の関係詞の例がWic．に1例ずつ見
　　　　られる。
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｛a｝
cf．
（b》
cf．
forsothe　he　that　is　to　cumme　affer　me　is
strenger　than　Y，　whos　shon　Y　am　not　worthi
to　bere　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．3．11｝
but　he　that　cometh　after　me　is　myghtier
then　I，　whose　shues　I　am　not　worthy　to　beare
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn●3●11）
he　shal　baptise　30w　in　the　Holy　Goost　and
fiゴr．／　Whos　wynwing　cloth　in　his　hondt　and
he　shal　fuユly　clense　his　corne　floore
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wic。3．12）
he　shal　baptise　you　with　the　Holy　Gost　and
with　fyre．／which　hath　also　his　fan　in　his　hond，
and　will　pourge　his　floore　　　　　　　　（Tyn．3．12》
H．6．　3　who（so）everおよびwho
　　　　　　Wic．ではwhoeverが8例、　Tyn。ではwhosoeverが40例見られる。こ
　　　　のうちWic．のwhoever　7例はそのままTyn．で’whosoeverに対応して
　　　　いる。Tyn．の残りのwhosoeverは大部分はWic．ではihe　that…・1
　　　　という形で表わされていた。’またWic，では、　whoeverの代わりにwho
　　　　が用いられているのが2例見られる。（aにれらは、Tyn．ではwhosoever
　　　　に置換されている。加えてTyn。ではwhosoeverの変形とみられる
　　　　whosomeverも1例見られる（b｝。
（a）　　trewly　who　that　hath　nat，　that　thing　that　he
　　　　　is　seen　to　haue　shal　be　taken　awey　fro　hym
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《Wic．13．12）
cf．　But　whosoever　hath　not，　from　him　shalbe　taken
　　　　awaye　even　that　same　that　he　hath　（T’yn．13．12）
　　　・　Forsothe　who　shal　sclundre　oor　of　these
　　　　smale　leste，　．．．　it　spedith　to　hym．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．18．6）
cf．　But　whosoever　offend　won　of　these　lytell
　　　　wons，．．．　yt　were　better　for　hym　．．　（Tyn．18。6）
（b）　　For　whosumever　hath　to　him　shall　hit　be　geven，
　　　　and　he　shall　have　aboundance　　　　　　　（Tyn．13．12）
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H．6．4．　whom（so）ever
　　　　　　Wic．ではwhomeverが、　Tyn．ではwhomsoeverが全部で4例見ら
　　　　れる。それらは、（a｝　Wic．のwhomeverがTyn．のwhomsoeverと対
　　　　応するもの：1例、（b）先行詞を含むwh・mがTyn．で　whomsoeverと
　　　　なっている例：1、（c｝　Wic．のwhomeverが．Tyn．では他の関係詞に置
　　　　換された例：1、となっている。
、
（a）
cf．
（b）
cf。
（c》
cf．
Wholn　euer　Y　shal　kisse，　he　it　is　（Wic．26．48）
Whomsoever　I　kysse，　that　same　is　he
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．26・48）
forsothe　vpon　whom　it　shal　falle，　it　shal
togidre　poune　hym　　　　　　　　　　　　　　　（Wic。21・44）
and　whomsoever　thys　stone　shall　fall　opPont
we　shall　grynde　him　to　powder　　　　｛Tyn・21・44》
and　whom　euere　3e　shulen　fynde　t　clepe　to
the　weddyngis　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wic．22．9》
and　as　many　皇旦ye　fynde，　byd　them　to　the
mariage　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn・22．9）
fi．6，5．　what（so）everおよびwhat
　　　　　　whateverがWic．で10例、　whatsoeverがTyn．で13例見られる。
　　　　Wic．のwhatever　10例は全てTyn，のwhatsoeverと対応している。
　　　　Tyn．の残り3例はWic．では、（a〕　that　thatや〔b｝whateverと対応し、
　　　　後者は関係形容詞として用いられている。
（a） forsothe
is　of
hat　that　ismore　than　this，
and
to
yuel
that　that　shal　beri3tfult
30u
1
（wic．5．37）
shal　3eue
〔wic●20・4》
｛b》　Therfore　alle　thingisr幽二thingis　　　　　3ee　wolen　that　men　don　to　30u，…　　forsothe
　　　　　these　thingis　ben　the　lawe　and　prophetis
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛wic●7●12）
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またTyn．ではwhatsoeverの他にwhatが2例用いられている。これら
はWic。ではthatである。
・　　What　工　tell　you　in　dereknes，　that　speke　ye
　　　in　lyght　　　　（Tyn。10。27）
cf．That　thing　that　Y　say　to　30u　in　dercnessis’
　　　saye　3ee　in　the　li3t　　　　（Wic．10．27）
ll　．6．6．　that　that（which）およびthat
　　　　　Wic．ではthat　thatが7例、　Tyn．ではthat（which）が22例見られ
　　　　る。〔a｝Wic．のthat　thatがTyn．のthat　whichと一致しているものは
　　　　2例、｛b）　Tyn．の22例中、19例はWic．ではithat　thing　that…1とい
　　　　う表現である。（c〕例外的にWic．で抽象名詞がTyn。では関係詞節の表現
　　　　になっているものが1例ある。
（a）
c’f．
（b）
cf．
（c》
cf。
and　rayyschith’狽?Et　that　is　s・wyn　in　hi・herte
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．13．19）
and　catcheth　awaye　t：hat　which　was　sowne　in　hys
hert　　　（Tyn．13．19》
That　it　shulde　be　fulfillid，　that　thing　that
is　seid　by　the　prophet　　　（Wic．13．35）
T。fulfyllt　t皐at　which　was　sp。ken　by　the
prQphet　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn。13・35）
Nyl　3e　3eue　holy　thing　to　houndis　（Wic・7・6）
Geve　not　that　which　is　holy　to　dogges
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn●7●6）
　また先行詞を含むthatが｛a）Wic．で2例、（b｝　Tyn．で3例見られる。ま
た、〔c｝thatを関係副詞として用いた例がTyn。で1例見られる。
il．6．7．　when（so）everおよびwhen
　　　　　　whensoeverがTyn．において2例、　whenがWic．で3例見られる。
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（a）
cf．
（b）
cf．
Whensoever　therfore　thou　gevest　thine
almes，　thou　shalt　not　make　a　trompet…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tyn．6●2）
Therfore’翌??氏@thou　dost　almesse，　nyle
thou　synge　byfore　thee　in　a　trumpe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．6．2）
Sothely　days　shulen　comet　when　the
spouse　shal　be　taken　awey　fro　hem
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wic．9●15｝
The　ヒym　will　come　t　when　the　brydgrome
shalbe　t二acken　awaye　　　　　　　　　（Tyn．9．15｝
ll．6．8．　where（so）everおよびwhere
　　　　　（a｝whereverがWic．で、　wheresoeverがTyn・で各2例ずつ見られ
　　　　る。また（b洗行詞を含むwhereは各1例ずつ見られる。
（a）
cf．
（b）
Where　euere　the　body　schal　be，　and　the
eaglis　schulen　be　gederid　thidur　（Wic．24．28》
For　wheresoever　a　deed　body　is，　even
thyther　wyll　the　egles　resorte　　　（Tyn．24。28）
but　mannes　sone　hath　nat　wher
his　heued
cf．　but　the　sonne　of　the　man　hath
　　　　on　to　leye　his　heede
he reste
　　　（wic．8●20）
not　where
（Tyn・8。20》
ll．7．まとめ
　　　　我々は、ここまでthe　which，　which，　thatを中心とした様々な関係詞
　　の消長をWic．とTyn．を通して見てきたが、これら3つの関係詞の関係詞
　　節における役割と、主節における先行詞の役割について、もう一度その結果
　　を要約すると次のようである。
1．関係詞の関係詞節内での役割
　i）　Wic。とTyn．のthatとthe　whichの2つに共通していることは
　　両方とも、その節内では主語になっている例が、その他の例よりも圧倒
　　的に多い。Wic．におけるwhichのみが、主語よりも前置詞の目的語や
　　直接目的語となっている例が多いが、これは実証できるデータが少いの
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　で、絶対とはいえない。
ii）主語の次に多いのは直接目的語の例である。間接目的語の例は3つの
　関係詞において、またWic．とTyn．の両方において皆無である。
iD前置詞の目的語となっている例はWic．のwhich以外ではほとんど
　見られない。
iv）補語の例はWic．のthatに3例見られるのみである。
2．先行詞の主節における役割
　i）thatについてはWic．，　Tyn．いずれも主語の例がその他の要素に比
　べ多い。
　li）これに対して、　Tyn．のwhichでは、前置詞の目的語や直接目的語
　　の例が主語の例と同様、頻繁に見られる。（Wic．ではwhichの例自体
　　が少いので、この割合は不明。）
　iiD　Wic．のthe　whichでは、主語や直接目的語の例に比べ前着詞の目
　的語の方が多く見られる。Tyn．ではthe　whichの例はゼロに近いが
　　Wic．でthe　whichの用いられた例はTyn．では大部分whichに置換
　されている。（表2．参照）
　iV）that，　which，　the　whfchのいずれの場合も、その先行詞が主節にお
　いて、間接目的語となっている例は見られない。
皿　関係詞の分析についての問題点
　　今回の調査において、各々の関係詞の特徴を明確にするという目的で、個々
　の例にいくっかの‘フィルターJをかけるという分析方法をとったが、この方
法は今世紀半ばRyd6n（ユ966）にすでに見られる。これまでの分析結果から
みると、今回はフィルターの種類が少なく、各々の関係詞の性格を完壁に区別
　したとはいい難い。より明確な結果を得るためには、より精密な道具立てが必
要であることはいうまでもない。関係詞の分析について、我々は先のRyddn
　による分析方法を踏襲してきたが、これから更に新しい観点から関係詞を眺め
　る必要がある。もうひとつはテキストの問題である。今回は、WicliffeとTyndale
のマタイ伝のみを使用したが、これ以外にも広く聖書一般を見通さねばならな
　い。また写本によるちがいも見逃せない問題である。これらについては今後の
課題としたい。
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NOTES
（1）Ryddn．　M．，（1966）pp．123－124参照
（2｝同上（Einenkel，　Kockらの説）
（3｝同　上　（Curme，　Reuterらの説）　　　　．
（4）英語史皿（大修館）pp．195－196参照。厳密にはDOEのse　swa　hwylc
　　からMEのthe　whichが発展したとする説（Curme）と　iD　OE　se　pe
　　のpeがwhichに置換され、その後は仏語の影響を受けてthe　whichになっ
　　たという説の2つがある。
（5）同　上
（6）　Ryd6n，　p．146参照
（7）同上p．128参照　　　　　　　．
（8｝Mustanoja．，　p。195参照
（9）　Ryd6n．，　Table　IA参照
aO）　Ryd壱n．，（P。3》Jespersen．，　MEG　III　6・38・，　Kock・・§142　B・
　　Mustanoja．，（p．200）各参照
表5． 1．　The　Role　of　the　relatives　in　the　relative　clause
Sub．　　　Comp．　　　D．0．　　　1。Og　　　Prep．0。　other　　　　？
（wic．） 241 3 19 0 0 1 0
〔TynJ105 0． 7 0 1 0 0
　　　　　〔wic．｝
翌?奄モ
1 0 2 0 4 0 0
（Tyn．｝133 0 7 0 1 1 0
　　　　　（Wic．）the 26 0 7 0 3 4 1
which@　　　　｛Tyn．｝ 0 0 1 0 1 0 0
工工．The　Role　of　the　antecedent　in　the　main　clause
　　　　　　Sub．　　　Comp．　　　D．0．　　　1．0．　　　Prep。σ。　other
?。
｛wic．｝132 7 48 0 67 10 0
that
@　　　（TynJ65 1 22 0 23 1 0
　　　　（wic．｝
翌?奄モ
1 0 1 0 4 1 0
｛Tyn．｝ 50 7 30 0 49 7 0
　　　　（wic．1ヒhe 9 4 2 0 22 2 4
which@　　　｛Tyn．｝ 1 0 0 0 1 0 0
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